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とよなか夢基金は、ボランティア団体やNPO、自治会など市民団体の自発的な社会貢献活動を応援する基金です。

NEWS
10周年
特別号

発行：豊中市 編集：市民協働部コミュニティ政策課　〒561-8501豊中市中桜塚３－１－１　
電話： 06-6858-2041　FAX：06-6846-6003　メール：npo@city.toyonaka.osaka. jp

とよなか夢基金 10周年企画「ウエルカムデー」が始まります！
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市民公益活動
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平成 20 年（2008 年）12 月にスタートし、95 の市民公益活動を助成してきたとよなか夢基金

（市民公益活動基金）。寄付金がどのように活かされているか、実際の活動を通じて知っていただ

きたいという思いから、寄付者の皆さまを事業にご招待するウエルカムデーを始めます。
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お知らせNews
　平成31年度 (2019年度 )のとよなか夢基金助成金 (市
民公益活動推進助成金 ) に応募した団体が、地域課題の
解決等に向けた事業についてプレゼンテーションを行
います。どなたでもご覧いただけます。

②とよなか夢基金助成金応募団体
　公開プレゼンテーション

ご寄付いただいたみなさま平成29年 10月～平成 30年 12月に　

Voices of Supporter寄付者のメッセージ

コラボカフェ利用者
清水　高子
清水　昌子
十河　静子
たなちゅう
遠山　一喜

石濵　繁子
岩本　益美
鵜川　まき
加川　清明
川野　達也
久保　ゆり子

青木　康修
荒井　鈴
荒川　知子

友国　泰治
中島　諒平
中根　勉
西村　拓夫
西山　芳樹
野田　一広

お知らせNews
　平成 30 年度 (2018 年度 )
のとよなか夢基金助成金 (市
民公益活動推進助成金 ) の
対象事業は、16 事業です。
市のホームページに、各事
業の内容や開催日時、取材
記録などを掲載しておりま
す。ぜひご覧ください。

Supporterサポーター

とよなか
夢基金

（敬称略・五十音順）

市民活動を推進して、
豊中がますます元気
になりますように。

子どもたちが健康に
育ち、良い教育が
受けられますように。

市民公益活動で
夢いっぱいの豊中に !

いつも元気を
いただいています！

寄付をして市民活動を
応援できることに喜び
を感じています。
がんばってください！

平成30年度
助成事業紹介ページ

前田　秋雄
前田　君代
三木　茂子
宮下　辰治
山田　さえ子
山田　英和

①とよなか夢基金助成事業情報

◆応募団体数により開始時間が変わります。また、応募団体が多数の場合、
　3月 16 日 ( 土 ) も実施。詳細は市ホームページをご覧ください。

出入り自由
ぜひお越し
ください！

◆保育ご希望の方は 3月 5日 ( 火 ) までにお申し込みください。

「社会的」ひきこもり・若者支援近畿交流会
しょうないＲＥＫ
千里ニュータウン研究・情報センター
田中社会保険労務士事務所
TNN 豊中報道。2  第 1 4 回読者ミーティング
特定非営利活動法人  ハニー・ビー
豊中の市民活動を応援する会
フラットの会
南桜塚ゆうの会
焼肉  たか
さんあいイベント募金
市民活動ジャンプフェスタ募金
とよなか夢基金助成事業報告会募金

" 藍 " はなの句会
一般社団法人 新歯会内職業体験セミナー実行委員会
上野電気工業株式会社
NPO 法人  Z U T T O
N PO 法人国際交流の会とよなか ( T I F A )
近江屋高級クリーニング株式会社   豊中営業所
大阪府マンション管理士会  豊中支部
御菓子司  京屋
おそうじ本舗  豊中駅前店
株式会社  新明和  南商店
株式会社  エイチエスケイ
ぐるぐるアート豊中世話人会
シビックジャズコミュニティ
市民活動グループ  ほくせつマメの木 匿名   3 9 人・2 団体　　　

      月　 　  日 ( 日 ) 
千里文化センター ( 豊中市新千里東町 1-2-2)
申込み不要、参加費無料

３      １７



地方税法の改正により、ふるさと納税制度スタート
　市民公益活動（市民の自主的・自発的な社会貢献活動）を
地域社会で支え推進するため「市民公益活動基金」設置
　市民公益活動基金の愛称募集の結果、「とよなか夢基金」
に決定。２２６作品・１７４人の応募がありました。

平成２０年度
(２００８)

とよなか夢基金１０周年！
ウエルカムデースタート！

平成３０年度
(２０１８)

１０周年に向けて、缶バッジキャンペーンスタート
とよなか夢基金のプロモーション動画が完成

平成２９年度
(２０１７)

とよなか夢基金ＰＲ用の顔出しＳＮＳパネル、のぼりを
作成

平成２８年度
(２０１６)

とよなか夢基金の新しいロゴマークが完成
「ひろがる・ひろげるプロジェクト」として、とよなか
夢基金のポケットカードとステッカーを作成
ふるさと納税ワンストップ特例制度がスタート

平成２７年度
(２０１５)

豊中市への寄付がクレジットカードでも可能に平成２４年度
(２０１２)

とよなか夢基金結果レポートの発行をスタート
とよなか夢基金ＰＲカードを作成

平成２２年度
(２０１０)

平成２６年度
(２０１４)

市民活動情報サロン ( 豊中駅北改札口前 ) のショーウイ
ンドーで、寄付頂いた企業・団体名の紹介をスタート

平成２３年度
(２０１１)

とよなか夢基金ニュースの発行をスタート

平成２０年 (２００８年 )１２月に誕生したとよなか夢基金。10年間で延べ９７５件、総額約３,４２２万円の
寄付をいただき、地域で活動する９５件の市民公益活動に助成することができました。（平成３０年１２月末時点）

2009 2010 2011 2013 2014 2015 2016 2017

約 928万円 約 1796万円 約 1699万円 約 1594万円約 1031万円 約 1628万円 約 1909万円 約 2168万円 約 2822万円約 1608万円
約 106万円 約 1042万円 約 89万円 約 100万円約 31万円 約 175万円 約 480万円 約 389万円 約 768万円約 110万円

積立金残高
寄付金額

2008 2012

これまでに助成した事業について、詳しくは「とよなか夢基金結果レポート」のバックナンバーをご覧ください。バックナンバーは、
コミュニティ政策課で配布しているほか、市ホームページのとよなか夢基金「ニュースレター」のページからもご覧いただけます。
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団体のみなさんと交流していただく機会にしたいと考えてい

ます。

今後、ご寄付いただくみなさまには随時、参加のご案内を

させていただきます。助成団体のみなさんも、応援してくだ

さる寄付者の方々にお会いできることを楽しみにされていま

す。ご参加をお待ちしております！

　　　　　　創設１０周年を迎えたとよなか夢基金。長年

　　　　　にわたる温かいご寄付や応援の声に「ありがと

　　　　　う」という感謝の気持ちをこめて、これまでご

寄付くださったみなさんを助成事業にお招きする「ウエルカ

ムデー」を実施します。

このウエルカムデーは、寄付者のみなさんに、寄付金が “地

域を元気にする活動” となっている姿を見て、体験して、活動

：０６－６８５８－２０４１
：０６－６８４６－６００３
：npo@city.toyonaka.osaka.jp

電 話
F A X
メール

ご参加までの流れ

寄付者のみなさんに
参加いただける
事業の一覧を添えて
ご案内します。

参加日時などを記載した
「ウエルカムカード」を
お届けします（郵送）。

ご希望の事業を選んで
コミュニティ政策課に
お申込みください。

1 2 3

はじめまして！

団体からのお話

応援メッセージや
寄付への思いなど
お話しください

会場の皆さんと
楽しくお過ごし
ください♪

現状や目標、助成を
受けての思いなど…

もしよろしければ…

お時間許す限り…

まずはお互い自己紹介…

ＷＥＬＣＯＭＥ！ウエルカムデー   プレ開催

　プレ開催では、大阪府北部コミュニティカレッジが開催する「おかまち子ども

食堂」に、寄付者の「焼肉たか」の山本望高さん・詠子さんご夫妻をお招きしました。

おかまち子ども食堂は、子どもたちの健全育成のため、食事・学習・遊びを通じ

た多世代交流の場づくりを行っています。毎度、保護者や通りがかりの方も参加

され、地域のみんなの居場所として賑わっています。この日も次々と参加者が来場。

食事を終え、英語ゲームや工作を楽しむ子どもとパパ・ママたち。その様子を見

守りつつ、おかまち子ども食堂代表の高山アケミさんから山本さんご夫妻に、子

ども食堂を始めた経緯や目標、助成を受けて変わった事などのお話がありました。

※事業によって、内容が
　変わる場合があります。

「焼肉たか」（中桜塚）
山本詠子さん　山本望高さん

寄付金がどのように活かされて
いるのか、実際の活動を見に行
く事でより分かりました。
子どもたちが楽しそうに過ごし
ている様子を見て、何かできる
ことはないだろうか…とも思い
ました。これからも応援したい
と思います。

代

表　高山アケミ
さん

食事
だけで

なく、遊びも学びも！


